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1．は じめに

　色彩には人間が現実生活を営む上 で必要な情報が内

包 され て い る。その ため、言葉の世界で は、い つ の時
代で も新 しい 色名が創造され て い る。 現実の 色彩を言
語化 した色彩表現の 歴史は、その 言語を使 う人々 の 生

活や社会の 歴史 、
つ ま り、その 文化の歴史で もある。

実際の 色に人間が与えた色名も含め て、色を言語化し

た表現は色彩表現と呼ばれて い る c 英語の色彩表現 の

歴 史に は英語国民の 文化 が反映 して い る。

2．古英語期 （700・1100年）− kenningの 翼手代

　社会史にお い て は 「黒、自、赤」 の 三色基軸の 時代
で あるが、占英語 詩は

‘‘

a　literatUre　of　light　alld 　dark，
white 　an （1　bladle’（N ．　F．　Barley

，
　p．17）（明 と暗、 及Ot

“
．白

と黒 の 文 学）と指摘 され て い る。英語 の色彩表現史では

　「黒と白」 「明暗」 の 二色基軸の 時代で 、赤の 重要性

はま だ 低い 。 しか し、古英 語詩
”Tlie　Nine　Herbs

Cha  
’
（9つ の薬草の 呪い ）には、毒の色を表すために

9 っ の 色彩語が用い られ て い る ：

　1）輌 δδy   a 伽 a枕re
，
　w めδy   lan　a血 ∋，

　　 w 最〕◎ヲhwi  a枕re ，　wi66y 　wedenan 　a 伽 e，

　　wi δ〜壇幽 a 血 e
，
　wi δ砂 9塑 a伽 e ，

　　Wiδ　by　W ・  an 　a臘 ，  砂 wed   an 　a   t

　　wi δ的 b    舳
，
祠 δ的 b脱 w 跏 a脱 ，

　　　　　　　　（
”llhe　Nine　Herbs　CharTn’，47−51）

　　（a蜘 s甑 e 墨 P ・is・n ，　the ｛遡 P（lis。n ，　the

　　Wphi1vete　poison，　dhe亟 poison，　the 幽 paison，

　　the 幽 P曲 n ，　the　blatCkck　pciis・n ，　the　b塵
　　poison ・the　b蝋）Wn 　pois）n ，

　the　PUrp1le　paiSon）（壅

　　公毒、灰色の 毒、壁 毒、童 毒 、 黄色い 毒、緑

　　勉 毒、墨埜毒、 赴 毒、褐色の毒 、 紫の 毒に対

　　して 〔力 が ある 。 〕）

　古英語 期か ら用 い られて い る色 彩語に は 、血敏

伽 職 郷 8  ， 磁 再血   励 w などの 他に、朽

葉色や淡黄褐色 を表す 1肋   薄青色 の haw ，霜の よ

うな白さを表す hoar，　nd と同様に赤色を表 し、今で は

方嵩
’
に残 っ て い る rud がある。複合色彩語に は 血 の よ
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うな赤色を表す bib（xi’red ， 萌黄色を表す grass
−
g7t？en ，

釧 火色の 血 欝 乳 白色の miLk
−
whi

’
te，雪の よ うな

白さを表す snorv
−
white があ る。

3．中英語期 （1100 ・1500 年）rallegory の 日寺代

　 七色基軸に入 る過渡期の 時代，　「黒 、 白、赤 亅 の 三

色基軸を経て、基本色名の 色に は変化があるが、14世
紀には五 色基軸の時代に入 っ た と考えられる。

　 13世紀には、バ ラ色を表す ruddg 黒色の blackの

名詞用法と 自動詞用 法 、 黒くなるの 意の blarkenの 自

動詞用法 、 白くなるの 意の wla
’
tellの 自動詞用法などが

見 られ る。複合 色彩語 に は 、は しばみ 色を 表 す
nubbropva ，濃い バ ラ色の iuse ’

ied などが用 い られ て

お り、 「真っ 黒j を表ず
‘
as　black　as 　a　CfO ず

’
や 、　「真

っ 赤になる」の 意の
‘byco皿 e 　red 　as　hloocle”

（劭 蜘 砌 ゴ

Bltmc　bl70tU；622）の ような比喩的色彩表現も見られる 。

古フ ラ ン ス 語か らは 13世紀に blueとp 飽 が借用 され

てい る。14世紀には aZtire
．
　bay，　bice，　blanch，　blttith．

加 嚥 第 眦
，
saE ｝un ，　satlgttine な ど、多くの 色彩語

が借用 されて い る。 14 世紀後半の Chaucerの 7Zre
Cantenbttnypr　Talesには、色彩と音の感覚が aHegOly （寓

喩）の表現で用い られ て い る箇所がある ：

2）The   〔組 恥
，1eedd．as．apyg1Qgde；

　　The　pykepurs，　and 　eek 　the廸 Drede；

　　　　　（
『Ilhe　Knight’s　Tale

’
，1997−98）

　　 （燃える石炭の ような赤い 残忍な 「怒 り」、ス リ、

　　そ して、青ざめた 「恐怖」 ．）

寓喩 （諷喩）は遠まわ しに さとす技法で 、 「凶悪」 「怒

り」「恐怖」などの抽象概念が擬人化 され て い る。

　水色を表す vvate1「α肋 （現代英語で は 「水彩画 」の

意）の よ うに、物を表す名詞の 後に’calor を付けた固有

色名の 表現は、15世紀頃か ら見られる。

4，近代英語期 （1500・1900年）−
metaphor の時代

　観察と実験を重視する科学の 時代 に な り、六 色か 七

色基軸にな る。Sir　lssac　NewtOn （1642− 1727）が 1666

年にガ ラ ス ・プ リズ ム を通 して 太陽ス ペ ク トル が 生 じ

る こ とを発見 し、18 世紀初頭に、色彩は連続体で区切

りがない とする ス ペ ク トル に基 づ く色観念が 現れ る。

　（immainb の 初出年は 1603年。2 伽 盟 ∂漉 が英語
で初めて使われた年 は 1766 年。a ・は ラテ ン 語 の ab

ec 　 ronlC 　 l
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（away 　fu）m や fromの意）の 異形 a に由来する、

　色彩語が人間論 と関連して い る場合がある。 例えば、
J．MiltOnの 皿 Penserose’（沈思の 人）で は ：

　3）Hail（liVi皿 est 　Mdandloly ，

　　Whose　Saintly　Visage　iS　mPb　 t

　　 To 　hlt出e　Sense　ofh   畑 t；

And 七herfore　tO　our 　weaker 　View，
Ore　Iaia　wi 磁 black　staid 　Wisdoms　hue．

　　　　　　　　　　 （W 　Penserose’
，
12−16）

（非常に神々 しい 「憂勘 よ、その神聖な容貌は

あま りに光 り輝き、人の視覚を眩ませ る の で 、私

　　 た ちの弱い 視力の ために深い知恵の色、黒で顔を

　　 覆う。 〉

と語 られる。 憂鬱質の 人の顔が黒色で表現されてい る 。

ル ネサ ン ス の頃には、感覚は人間の 4 つ の体液 （血液、

黄胆汁、粘液、黒胆汁）とも関係があ り、 4 つ の 体液

の 多少によ っ て顔 の 色や形などの外的特徴が決まると

考えられ て い た u 多血質、胆汁質、 粘液質、 i憂鬱質で 、

顔色は赤い顔、黄色い 顔、 白い顔、黒い顔であっ た。

　 16 世紀以降には、2つ の異なる色彩語 を合成した複

合色彩表現が多く造られて い る。例えば、brovva’bay，
’blark．鰄

・
9Teen，

“
pink，−nd ，

’
IUSY （1594 年に初出

働 や、Ptuple−blaCk，−blue，−brOlv！1
，

−aimsen
，

“
91een ．

−pink，，卿 確 （1587 に初出働 がある 。 1510 年頃の初

出で 、織物の原産地名の 人 っ た i加mh 　gieen （リン カ

ン
・グ リ

ー
ン 、黄緑色）もある。ル ネサン ス の 頃まで

は 、海緑色 を表す seagnsen （1594年に初出例〉の よ

うな複合色彩表現の第
一
義は強調であ り、第二義 が識

別で ある。 17世紀か らの借用色彩語には 、 銅 の 表面 に

生じる錆の緑青色を表す aelllginou ＄ 空の 青色を表す

cendean 、くり色を表す Chestnutがある 。

　 19世紀は英国の有機化
ei’

：i9 　william　Henry　Parkn
（1838・1907）によっ て合成染料 （Synthetic　dye）が発見

された時代 （1856年）で、英語 の 色彩語彙の歴史にお

い て最 も大量の 色彩語が主に フ ラ ン ス 語 か ら借用 され、
最も色名の 数が急増 した時代である。 ラクダ色を表す

cam θ1や南欧の 山地に生息するシ ャ モ アの 毛皮色を表

す Chainatsなどの よ うに動物の 名前を転化 した色名や、

ラベ ンダー色の lavender．セ イ ヨ ウス モ モ 色の pliun、
色鮮やか な花を付 け る ペ チ ュ ニ ア の 暗赤紫色を表す

p θ如 畑 、ザク ロ の 実の 色を表す pomEgranate ． ひな

げし色の pαnceau 、 サ クラ ソウ色の 、μ鵬 の ように

植物の名前を転化 した色名、緑柱石 の 海緑色を表 す
ba4Flや トル コ 石 の 青緑色を表す uaatSe の ように鉱

物の 名前を転1ヒした色 名などがある。

5．現代英語期 （1900 年〜現代）
一

不合理 の 日剞弋

　色彩科学の 進歩とともに色彩の伝達方法は、曖昧性

を排除 す
1
る方向に発達 して きた。色彩の 分類は恣意的

なもの であるとす る相対主義的な考え方と、色彩の 分

類には普遍的な原型 とな る もの が ある とす る普遍 1義

［＝＝二＝ ＝＝ ：＝ ＝＝ ＝ ：＝ コ 13

的な考え方 とが共存して い る 。 現代の色彩表現の特徴

は、精密な記述法 と簡略な記述法とが ともに用い られ

て、豊か な色彩の世界を意識 して、多様な色彩表現が

駆使 され て い る こ とで ある 。 現代で は男女の セ ッ ク

ス ・カ ラーも混乱 し、ボーダー
レ ス の 状態になっ て い

る。まさに不合理 （あ るいは （ihaos混沌）の時代に相

応しい現象で あるc 異質なもの を融合 させ る試みが広

く行 われ てい る時代で、
“

a 　har31i　celof ’

（どぎっ い 色）

や iheavy　oolors
”
（強い 色）の ような共感覚色彩表現が、

文学の 世界だ けで はなく、
一

般的に も広 く創 り出 され

て い る。男と女、子供 と大人の 問だけではな く、様 々

の ジ ャ ン ル の 間で ボーダー
レ ス が進行して い る 。

6．おわ りに

　色彩語の 進化には 7 段階が あるとする Ber　iin　and
Kay の 説は 、言語 の 普遍的特性で あるだけではなく、 英

語色彩語彙の進化の過程にお い ても適応できる。基本色

彩語が 2 色か ら 5色、7色に増加 し、Old　Norse （古北

欧語 ：例えば blb）や Old　Fror｝dh （古フ ラン ス 語 ：例
えば a躍 ゑ姐 伽   面 G 漉 吻 などの借用色彩語が

増え た だけで はない
。 古英語期 に は複合色彩語や

geblonden を用いた混合色彩表現が見 られ るが、中英

語 期には ロ マ ン ス 語系言 語 の 影響 か ら
‘
tetween　A

and 　B ”

の 構 造 の 混合色彩表現や 、 古期北欧語 の
‘
釜

blandl
’
の影響か ら

‘
in　bland

”
を含む混合色彩表現が用

い られてい る 。
　Chaucerには

‘qyk　salbOun
”

（Sfr　7hopas，
1920）（hke　sa 価 ）n ；deep　y〔皿ow 　i皿 oDl｛泌 濃い 黄色）の よ

うな説明的色彩表現や寓喩色彩表現などが用い られ て

い るが、近代英語 の 時代には複合色彩表現が増加 し、
一
層 多様な色彩表現が用い られて い る。19 世紀以降に

は共感覚色彩表現の 頻度が増え つ つ ある。
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